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ホームネットワークの最新動向

3Dテレビやスマートグリッドの登場は実用化に向けたキラーアプリになるか
「ホーム ICT基盤」は低コスト実現のための注目のプラットフォーム

クラウド時代のホームネットワークの全体像
家庭内の機器をネットワークに接続するための技術

は、有線や無線、既存配線の流用（電力線や同軸アンテ
ナ線、電話線）など、さまざまなものが開発されており、
現在では機器をつなぐこと自体の技術的な制約は随分
と緩和されてきたと言える。しかし、ホームネットワーク
システムが実用レベルで普及しているとは言いがたい
のは、結局のところ、設置するコストに見合っただけの
メリットを提供できていないことが問題の本質であろ
う。これを解決するにはサービス（アプリケーション）の
魅力を高めることと、その実現コストを下げることの両
方が必要である。

前者はキラーアプリケーション議論になりがちである
が、単一のアプリケーションで家庭全体のネットワーク
化が進むことは考えにくく、複数の分野のアプリケー
ションが同時並行して進むことで普及が喚起されるの
が現実的な姿であろう。3Dテレビやスマートグリッドと
いうキーワードは、こうしたアプリケーションの中ではこ
こ1年で最も目を引いたものである。

一方、後者のサービス実現コストの低減についてはこ
こ数年、ユーザーの目に触れないところで着実な進展を
見せている。高度なサービスを提供するためには高度
なアプリケーションプログラムが必要なだけでなく、多
数のユーザーの行動履歴や気候などに関する統計情報
といった、各種のデータベースを活用した動作が必要と
なる。家庭内に設置されたホームコントローラーなどの
制御装置がもつ固定的なプログラムやデータベースでは
これを実現することは難しく、ネットワークに接続して

動的にプログラムの構成を変更したり、最新のデータ
ベースにアクセスしたりといった機能が要求される。

プログラムのモジュールを遠隔地からネットワーク経
由で管理するOSGi技術（＊1）は、10年ほど前から開発が
進められ実用化されてきたが、どちらかというと複雑な
ソフトウエアをもった高価な製品のリモート管理技術と
いう様相が強かった。これに対して、ウェブコンピュー
ティングのようにネットワーク上でサービスを合成する
技術が進展し、これを家庭内のサービスに適用すること
を可能とする装置としてOSGi搭載のホームゲートウェ
イを利用する道筋が開けてきた。いわば、組込みシステ
ム的に実現しようとしてうまくいかなかったホームネッ
トワークのサービスを、今度はASP（Application Ser-
vice Provider）的にネットワーク経由で提供してコスト
を下げようとする形である。

このように、以前は家庭内に閉じたものとして考えら
れがちであったホームネットワークシステムが、資料
4-1-3に示すように、ネットワーク上のサービス、さらに、
そのサービスを円滑に提供できるようにするサービスプ
ラットフォームまでを含めたシステムへと変貌しつつあ
る。ホームネットワークを考えるうえでは、インターネッ
トやNGN（次世代ネットワーク）といった広域ネットワー
クの要素を抜きにしては語れない状況になってきてい
る。

2009年11月にNTTが取り組みを明らかにしたホー
ムICT基盤（＊2）は、このサービスプラットフォームを明示
的に志向しており、サービス実現のコストを低減させる
新たな取り組みと見ることができよう。
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ホームネットワークの需要を後押しする
アプリケーション

ホームネットワークは極めて多様な要求に同時に応
える必要があり、無線や有線などの伝送媒体やプロト
コルも、要求に応じて複数の技術を同時に使うことに
なる。要求の類似した機器同士で形成されるグループ
をITU-T J.190勧告（＊3）では「プレーン」と呼んでいる。
主要なプレーンとしてはAVプレーン、くらし環境（白
物・住設）プレーンがあり、PCとその周辺機器もPCプ
レーンを形成している。この中で、ここ1年の目立った
動 き と し て、AV プレ ーンに お け るWindows 7と
HDMI 1.4（＊4）の登場、くらし環境プレーンにおけるス
マートグリッド関連の動きが挙げられる。

（1）家庭内コンテンツを利用するためのAVプレーン
AVプレーンの技術としては、古くはIEEE 1394（＊5）

が用いられていたが、現在ではIPを用いたDLNA（＊6）と
ローカル接続に特化したHDMIが役割分担をして併用
されている。前者は、IP化のメリットを生かしてWi-Fi

（無線LAN）や高速PLC（電力線通信）などの各種の伝
送媒体を活用し、家庭内のどこかに蓄積されたコンテン
ツをさまざまな場所の端末から利用することを可能と
している。後者は、レコーダーやチューナーとテレビの

間を非圧縮で接続するのに用いられるため帯域が極め
て 高 く、現在出回 っ て い るHDMI 1.3 で も2.5G 〜
10Gbpsを超える速度をローコストに実現している。
■Windows 7によって価値が高まったDLNA

2006年に制定されたDLNA 1.5では、再生機側から
サーバーにアクセスする「2 Boxモデル」に加えて、再生
機とは別のコントローラーからサーバーへと再生機を指
定して再生する「3 Boxモデル」が追加されていたが 

（p.116 図1）、実際に対応する製品は2009年中頃までは
ほとんど存在しなかった。

これに対して、2009年10月に発売されたWindows 7
ではDLNA 1.5の機能が搭載されており、リビングで手
元のPCを操作することで、書斎のPC内にあるコンテン
ツをリビングのテレビで再生するといった利用が可能と
なった。また、各種のコーデックやトランスコーダーの機
能もあり、カメラで撮影したMPEG-4 AVC（＊7）の画像な
どをPCに保存し、MPEG-2（＊8）しか再生できないデジタ
ルテレビで再生可能とするなど、コンテンツ利用の可能
性を広げている。

これらの機能が活用されるようになれば、DLNAの
価値は大きく高まることになり、Windows 7の発売は
ホームネットワークにおいても重要な出来事であったと
言える。

資料4-1-3  ホームネットワークの全体像
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IGD：Internet Gateway Device BBF：Broad Band Forum 出所　筆者作成
DCP：Device Control Protocol CWMP：CPE WAN Management Protocol（CPE ; Customer Premises Equipment） 
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■3Dや4K伝送など新機能が搭載されたHDMI
一方、テレビの世界では2009年までのIPTVの動き

に加え、3D映画が大ヒットしたことを受けて家庭向け
の3Dテレビの実用化が本格化した。3D放送の方式は
まだ定まっていないため、Blu-rayなどのパッケージ型
コンテンツを再生するのが目下の利用形態となる。これ
らの機器同士を接続するHDMIでは、2009年5月に3D
伝送の各方式に対応したVer.1.4が発表され、これを搭
載した製品が2009年度末から出荷され始めている。

さらにHDMI 1.4では、3Dのみならず将来の4K（ハイ
ビジョンの4倍以上の画素数をもつ超高精細映像）の伝
送やイーサネットフレームを、HDMIケーブル内で同時
に伝送するHEC（HDMI Ethernet Channel）などの新
機能が盛り込まれている。特に、HECはHDMIケーブ
ル1本でHDMIとしての接続とDLNAとしてのIP接続
の両方が可能となることから、ネットワークの構築を容
易にする技術として期待できる。

（2）スマートグリッドで注目を浴びる環境プレーン
くらし環境プレーンは、古くはホームオートメーショ

ンと呼ばれ、長い歴史をもつものの、AVに比べても実
感として普及しているとは感じられないのが実情であ
ろう。しかし、実用に向けた取り組みはあまり目につか
ないところで進展しており、国内ではECHONET（エ
コーネット）（＊9）対応機器の出荷が始まった2003年以降
の累積数で1000万台を超えるに至った。これらの機器
には後付けで通信モジュールを追加すればネットワー
ク家電となることから、実用に向けた素地は密かに整
いつつある。この分野のサービスの代表格は省エネと
安心・安全であり、これらに対して形を変えて繰り返し
注目が集まってきたが、米国政府が持ち出したスマー
トグリッドは、まさしくこの省エネサービスの一例であ
ると言える。
■デマンドサイドコントロールとスマートメーター

米国のスマートグリッドは、どちらかといえば電力の
送配電システムの高度化が中心であり、すでに信頼性
の高い高度なシステムが構築されている日本では、必ず
しも同レベルの議論を必要とはしていないが、デマンド
サイドコントロールやスマートメーターといった要素は、
国内においても検討に値する。

デマンドサイドコントロールは、電力需要の逼迫度合
いに合わせて（デマンドサイド）需要側である家庭内の
機器の設定を制御する（コントロール）もので、例えば、
真夏の日中のピーク時に冷房の設定温度を上げると
いったものである。一方のスマートメーターは、ネット
ワークによる自動検針を基本機能とするが、家庭におけ
るコントローラーとしての位置づけも期待されている。

日本の研究開発レベルでは、HEMS（ヘムス；Home 
Energy Management System）と呼ばれるシステムに
関する研究開発がここ10年ほど繰り返し行われてお
り、国内の関連事業者に知見が蓄積されている。またス
マートメーターの試行も過去に行われたが、住宅が密集
している日本においては、人力による検針が比較的効
率よく行えているため、自動検針のみを目的としたス
マートメーターはコスト的に見合わないと考えられてい
た。しかし、世界規模でのマーケットができれば、ス
マートメーターの開発にも意義を見いだすことができて
こよう。
■ECHONET とSmart Energy

ここで注意すべき点は技術の規格である。わが国で
は古くはHBS（Home Bus System）（＊10）、現在では
ECHONETというように、メーカーに依存しない標準
技術を開発してシステム実現を行う努力がなされてお

図1  2 Boxモデルと3 Boxモデル

（2）3Boxモデル

④再生

③再生

①アクセス②再生指示

③コンテンツ取得

（1）2Boxモデル

①アクセス

②コンテンツ取得 サーバー

サーバー

コントローラー

出所　DLNAホワイトペーパーをもとに筆者作成（http://www.dlna.org/industry/
why_dlna/DLNA_Use_Cases.pdf）
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り、ECHONETについては10年の歳月をかけてIECお
よびISO/IEC（＊11）の標準の座を獲得している。しかし、
2009年からのスマートグリッドの話題のなかでは、特定
のメーカー連合のプライベートな規格が用いられている
ことはあまり知られていない。

現在米国では、Smart Energy Profileという名のも
とに、ZigBeeやHomePNA、Wi-Fiといった団体（＊12）が
名を連ねており、NIST（米国国立標準技術研究所）も
これを後押しする形で米国での動きが進んでいる。日
本のECHONETは、すでにデジュリの（国際標準機関
が定めた）国際標準であるだけでなく、伝送媒体に対す
る依存性がないため、Smart Energy Profileのように
複数の異なる媒体の団体を連携させなくても各種媒体
への対応が可能で、データ構造や伝送プロトコルについ
ても各種のHEMS実験や製品での実績も含めて高いレ
ベルにある。2010年は、このような日本がもっている有
利な技術を生かせるか否かの分かれ道に差し掛かった
年であるとも言えよう。

サービス開始へのハードルを下げる
プラットフォーム

前述のように、ホームネットワークの高度なサービス
をローコストで実現していくには、ウェブコンピューティ
ングやクラウド的な考え方を取り入れる必要があるが、
最終的な端末は機能が固定された家電であるため、家
電にコマンド（指令）を送って家庭内の状況に応じた動
作を行わせるコントローラー的な端末が必要になる。こ
の位置づけにおいて、OSGiを用いたホームゲートウェ
イが再び注目されるようになり、国内でもNTTが事業
化の表明をしたということである。ホームICT基盤は、
OSGiをもとに詳細な運用規定をNTTが定めたOSAP

（OSGi Service Aggregation Platform）と呼ばれる規
格に基づいて運用され、現在は、2010年11月に想定さ
れる実サービス開始に向けて、パートナー企業と実証実
験を行っている段階にある。

従来、ホームネットワークサービスでは家電メーカー
などが独自にサーバーを立て、ゲートウェイ装置も提供
したうえでサービスを実現していた。しかし、ホーム
ICT基盤を利用すれば、サービス提供者から見ると多く
の部分をアウトソースすることができるため、サービス

の提供コストが低減する。それと同時に、ユーザー側か
ら見れば複数のサービスを同一の設備で受けることが
可能となり、マルチベンダーあるいはマルチサービス環
境が実現しやすくなる。

また、通信事業者であるNTTから見れば、従来は
ネットワークに合わせて端末の規格を作成していた部
分について、端末の要求をフレキシブルに取り入れるこ
とのできるサービス基盤がネットワーク内にもてるよう
になり、新たな需要を喚起できるメリットがある。これ
らに加えて、ユーザー側から見た窓口をいったんNTT
に集約することにより、ホームネットワークのリモート管
理を実現したり、今までは「機器」「サービス」「ネットワー
ク」で分かれていたコールセンターが一元化することに
よるメリットも期待できる。

現時点では、技術的な詳細はパートナー企業以外に
は明かされてはおらず、どのような機能が実現されるの
かは明確ではないが、今後の動きは注目に値するもの
である。

（＊1） OSGi：1999年に「Open Service Gateway Initiative」という名称で
設立され、当初は、家庭や小規模オフィス向けのゲートウェイ装置で動作
するサービスプログラムの実行基盤を規定することを目的としていた。  
現在ではその対象を車載機器やモバイル端末、エンタープライズシステム
と広げてきている。2003年からは名称は「OSGi Alliance」に変更している。

（＊2） 家庭やオフィス内のゲートウェイが家電機器と通信し、その情報をホーム
ICT基盤サーバーとの間で送受信して、携帯電話やPCなどから利用でき
るようにするプラットフォーム。2010年11月に想定される実サービス開
始に向けて、パートナー企業と実証実験を行っている。パートナー企業は、
パナソニック電工、富士ゼロックス、シャープ、日本電気、バッファロー。  
http://www.ntt.co.jp/news/news09/0911/091102a.html

（＊3） Architecture of MediaHomeNet that supports cable-based services
（＊4） High-Definition Multimedia Interface、家電やAV機器向けのデジ

タル映像・音声入出力インターフェース規格。
（＊5） Institute of Electrical and Electronic Engineers 1394、AV機器や

コンピューターを接続する高速シリアルバス規格。
（＊6） Digital Living Network Alliance、デジタル家電など家庭内ネットワー

クの相互接続の標準化を推進する団体。
（＊7） MPEG-2よりも2倍以上も動画象を圧縮できる技術。AVCはAdvanced 

Video Codingの略。
（＊8） MPEGはMoving Picture Experts Groupの略。画像や音声などの圧

縮技術で主にデジタル放送などで使われる。
（＊9） 家庭内の電灯線や無線を利用したネットワークの規格。日本の大手電機メー

カーなどが設立したエコーネットコンソーシアムが提唱している。
（＊10） 日本電子機械工業会（EIAJ）において「ET-2101ホームバスシステム

（HBS）」として制定された家庭内ネットワーク規格。
（＊11） International Organization for Standardization（国際標準化機構）

／ International Electrotechnical Commission（国際電気標準会議）。
（＊12） ZigBee（ジグビー）：家電向けの短距離無線通信規格。HomePNA： 

Home Phoneline Networking Alliance、既存の電話線を利用した
安価で高速な家庭内 LANの標準規格。Wi-Fi（ワイ・ファイ）：Wireless 
Fidelity、「IEEE 802.11a」「IEEE 802.11b」など無線LAN標準規格の
認知度を高めるために名づけられたブランド。
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